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ＨＯＴ 本学の産学連携活動が「しがぎん野の花賞」を受賞しました！

龍谷大学と共同研究を実施中の企業２社 株式会社近江物産・有限会社ケーユーシステムが、滋賀銀行の平

成１８年度産学官連携奨励金「しがぎん野の花賞（※１参照）」に選定され、受賞の栄誉を得ました。  

今回、その受賞企業には、共同研究として本学理工学部の２名の先生方が係わっており、今後の研究の発展

が期待されています。 

 
 
 
 
 

受賞企業 連携教員 テーマ 

株式会社近江物産 

（栗東市） 

理工学部環境ソリューション工学科

占部 武生 教授 
リサイクルポリプロピレンの高品位化技術の研究開発 

有限会社ケーユー

システム（大津市） 

理工学部環境ソリューション工学科 

浅野 昌弘 助手 
複合凝集剤による重金属廃水の処理に関する研究 

 
 （※１） 「しがぎん野の花賞」とは・・・ 

滋賀銀行創立７０周年を記念して創設されたもので、同行が開催した「サタデー起業塾」の受講者で、

近畿地区の大学と産学連携による共同研究等を計画（あるいは開始）した企業を対象に奨励金を贈呈す

ることにより、産学連携を奨励・一層推進しようとの願いが込められたものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＲＥＣコミュニティカレッジ 

数字で見るＲＥＣコミュニティカレッジ 

チョット 

ご紹介 

ＲＥＣでは、学ぶ意欲のあるすべての方に大学の

知的資源を開放すべく、市民を対象とした公開講座

ＲＥＣコミュニティカレッジを１９９２年から開講してい

ます。 

開講当初の１９９３年には、年間４講座、延べ１４６

人の受講者でスタートしたＲＥＣコミュニティカレッジ

も、２０００年度のＲＥＣ京都開設を機に講座数、受

講者数ともさらなる伸びをみせ、２００６年度は、年間

約３７０講座、延べ約９，５００人の方に受講いただく

までに成長しました。 

また、２００５年度後期から開講のコミカレ東京に

加え、２００６年度からはコミカレ大阪を展開するな

ど、京滋地区にとどまらない活動を行っています。 

今後も、市民の知的好奇心に応える、幅広い分野

の講座を提供していきたいと考えておりますので、

皆様のご協力の程よろしくお願いいたします。 

ＲＥＣコミュニティカレッジ講座数・延べ受講者数(1993年度～2006年度）
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２００６年度 ＲＥＣ事業にご協力頂いた先生方の紹介 

 ＲＥＣ事業は、多くの先生方のご協力により成り立っております。ここに感謝の意を表し、２００６年度、ご協力いただい

た先生方をご紹介させていただきます。 

なお、私は、２００７年３月末をもって任期満了によりＲＥＣセンター長を退任することとなりました。これまで皆様方から

寄せられたご支援・ご協力に感謝しますとともに、今後とも、当センターに対しまして一層のご理解・ご指導を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。                                  （ＲＥＣセンター長 大柳 満之） 

 

※ ご協力内容については、主なものを１ つのみ抜粋 して掲載しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 産官学連携事業

齋藤　光徳 教授　 京都産学公連携フォーラム 井口　富夫 教授　 高度集積地区整備推進協議会

村田　正 教授　 企業への技術相談 松岡　憲司 教授　 伏見新エネルギー研究会

村　睦 助教授 滋賀県産学官ニーズ・シーズプラザ 辻田　素子 助教授 文理融合・文系産学連携促進事業

　肇 講師 第5回いずみニューテクノフォーラム出展

　　 陽軍 助手 企業への技術相談

佐藤　研司 教授　 レンタルラボ入居企業への指導

野間　圭介 教授　 企業への経営相談

本　太郎 教授　 京都産学公連携フォーラム

　尚武 教授　 第1回BIZ-NET研究会

嶋　壽一 教授　 レンタルラボ入居企業への指導 鈴木　龍也 教授　 梅田大学院コンソーシアム　専門セミナー

　　 一義 教授　 第18回新春技術講演会 武久　征治 教授　 梅田大学院コンソーシアム　専門セミナー

原　弘訓 教授　 企業への技術相談

川　武 教授　 レンタルラボ入居企業への指導

見　洋一 助教授 レンタルラボ入居企業への指導 村井　龍治 教授　 レンタルラボ入居企業への指導

上　哲也 助教授 企業への技術相談

谷　恒司 講師 企業への技術相談

口　佳樹 助手 企業への技術相談 川崎　昭博 助教授 大学等委託訓練事業

和 助手 みニューテクノフォーラム

藤　康則 実験講師 新交通システム研究会

田　尚義 実験講師 企業への技術相談 斉藤　武 教授　 梅田大学院コンソーシアム　専門セミナー

萬井　隆令 教授　 梅田大学院コンソーシアム　専門セミナー

沖　隆彦 教授　 レンタルラボ入居企業への指導

田　忠夫 教授　 企業への技術相談

原　学 教授　 龍谷大学×同志社大学　ジョイントセミナー

下　隆之 教授　 関西私立大学　産学官連携技術セミナー

田　隆博 教授　 第5回産学官連携推進会議出展

　芳史 講師 平成18年度戦略的基盤技術高度化支援事業

　智弘 講師 第2回BIZ-NET研究会

　敬 助手 第6回いずみニューテクノフォーラム

　裕美 実験講師 平成18年度戦略的基盤技術高度化支援事業

田　至弘 教授　 第5回産学官連携推進会議出展

　竜也 助教授 産学マッチング交流会出展

　和弘 助教授 第18回新春技術講演会

浦　雅展 講師 産学マッチング交流会出展

　麻佐子 助手 産学マッチング交流会出展

　浩輝 助手 第5回いずみニューテクノフォーラム出展

　武生 教授　 びわ湖環境ビジネスメッセ2006

　直之 助教授 第2回BIZ-NET研究会

田　岳人 講師 びわ湖環境ビジネスメッセ2006

浅野　昌弘 助手 企業への技術相談

工学部 機械システム工学科 -

工学部 物質化学科 -

工学部 情報メディア学科 -

工学部 環境ソリューション工学科 -

- 経済学部 -

- 経営学部 -

- 法学部 -

- 社会学部 -

- 短期大学部 -

- 法務研究科 -

- 理工学部 電子情報学科 -
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占部

岸本

副会長 社会学部 長上　深雪 教授　

副会長 社会学部 金子　龍太郎 教授　

社会学部 川田　譽音 教授

社会学部 筒井　のり子 教授　

社会学部 津島　昌弘 助教授

文学部 友久　久雄 教授 プレ・フォーラム

社会学部 栗田　修司 教授 消防防災科学技術研究推進制度

社会学部 山田　容 助教授 プレ・フォーラム

○ 福祉フォーラム

－ 役員 －

－ 講演会講師・受託研究 －

経済学部 伊達　浩憲　 助教授 経営学部 川端　基夫 教授

経営学部 寺島　和夫 教授 経営学部 野間　圭介 教授

法学部 辻本　勲男 教授 理工学部 藤原　学 教授

社会学部 東田　晋三 教授

○ 学生ベンチャー育成事業

横



 

浅井　成海 名誉教授 親鸞聖人のお手紙を読む
石田　慶和 名誉教授 『教行信証』のはなし 生駒　孝彰 教授 アメリカの宗教と社会
小田　義久 名誉教授 佛教東漸のはなし 長崎　暢子 教授 新時代のインド
山田　明爾 名誉教授 ほとけの道 濱下　武志 教授 中華経済圏の展望
千葉　乗隆 名誉教授 日本史のなかの本願寺 松原　廣志 教授 新時代のロシア

ヤマンラール水野美奈子 教授 シルクロード美術とタジキスタン
カルロス、マリア･レイナース 助教授 文化と経済から見る東南アジアと日本の関係

赤松　徹真 教授 日本仏教史のなかでの興福寺 Michael Furmanovsky 助教授 英会話レベル5
岡崎　晋明 教授 飛鳥の遺跡に立つ 三谷　真澄 助教授 大乗仏教入門
海谷　則之 教授 生きること死ぬこと チャプル　ジュリアン 講師 ニュージーランド入門
神子上　惠群 教授 私が考えてきた「人のねうち」
木田　知生 教授 中国の物語－宋代篇－
佐藤　智水 教授 黄土高原の石仏を訪ねて 加藤　博史 教授 ナイチンゲールってどんな人ですか
高橋　事久 教授 日本仏教史のなかでの興福寺 村山　惟子 教授 介護福祉士国家試験を受験する人のための介護技術講習講座

龍口　明生 教授 生きること死ぬこと 内田　眞理子 助教授 一人暮らしの食生活
土屋　和三 教授 生きること死ぬこと 徳田　眞三 講師 高齢期の体の動き
友久　久雄 教授 老いとこころ 橋本　榮子 講師 介護福祉士国家試験を受験する人のための介護技術講習講座

内藤　知康 教授 往生思想を考える 早川　京子 講師 高齢期のくらし方
中川　修 教授 日本仏教史のなかでの興福寺
能仁　正顕 教授 訳経僧のシルクロード
東森　勲 教授 英和辞書のよもやま話
普賢　保之 教授 なぜ浄土なのか
岡村　喜史 助教授 古文書を読む
玉木 興慈 助教授 信じるということ
藤村　研之 助教授 日本仏教史のなかでの興福寺
村岡　倫 助教授 チンギス・カン即位800周年に寄せて
渡邊　久 助教授 「三国志」の世界へ
市川　良文 講師 輾転する仏教
井上　善幸 講師 生命はなぜ尊いのか
川島　優子 講師 中国の四大美女

岡地　勝二 教授 みんなで住みよい社会をつくるためには

入澤　崇 教授 仏教の流伝
好廣　眞一 教授 動物の暮らしから「環境破壊」を考えよう

鈴木　龍也 教授 私たちの暮らしと法律
谷垣　岳人 講師 親子自然観察教室

岩本　太郎 教授 知能ロボット入門講座
内田　欣吾 教授 危険物取扱者試験対策講座
堤　   一義 教授 知能ロボット入門講座
藤原　学 教授 危険物取扱者試験対策講座
松下　隆之 教授 危険物取扱者試験対策講座
宮浦　富保 教授 REC自然観察講座
塩見　洋一 助教授 夏休み子ども理科工作・実験講座
青井　芳史 講師 夏休み子ども理科工作・実験講座
渋谷　恒司 講師 知能ロボット入門講座
横田　岳人 講師 REC自然観察講座
野口　佳樹 助手 夏休み子ども理科工作・実験講座
下埜　勝 実験講師 夏休み子ども理科工作・実験講座
中野　裕美 実験講師 小学生の自由研究
本田　尚義 実験講師 NC加工入門講座
上原　徹 実習講師 電子工作入門
桑垣　瑞 実験助手 親子自然観察教室

青木　信雄 教授 老いとからだ
金子　龍太郎 教授 訪問介護員養成研修2級課程
栗田　修司 教授 訪問介護員養成研修2級課程
田村　公江 教授 尊厳死・安楽死をめぐって
村井　龍治 教授 福祉住環境コーディネーター2級検定対策講座

井上　辰樹 助教授 訪問介護員養成研修2級課程
殿内　恒 助教授 『一念多念文意』を読む
西川　淑子 助教授 訪問介護員養成研修2級課程
所　　 めぐみ 講師 訪問介護員養成研修2級課程

○　生涯学習

－ 理工学部 －

－ 短期大学部 －

－ 国際文化学部 －

－ 社会学部 －

－ 文学部 －

－ 経済学部 －

－ 経営学部 －

－ 法学部 －

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副センター長 経営学部　 野間　圭介 教授

副センター長 理工学部　 藤原　学 教授

理工学部長 四ツ谷　晶二 教授

社会学部長 金子　龍太郎教授

仏教文化研究所長 武田　龍精 教授

社会科学研究所長 三島　倫八 教授

文学部 糸井　通浩 教授

経済学部 伊達　浩憲 助教授

法学部 富野　暉一郎教授

国際文化学部 生駒　孝彰 教授

主任 経営学部 野間　圭介 教授

経済学部 伊達　浩憲 助教授

経営学部 川端　基夫 教授

経営学部 寺島　和夫 教授

法学部 辻本　勲男 教授

社会学部 東田　晋三 教授

主任 理工学部 塩見　洋一 助教授

理工学部 松木平　淳太教授

理工学部 遊磨　正秀 教授

理工学部 木村　睦 助教授

理工学部 青井　芳史 講師

理工学部 渡邉　靖彦 講師

- ＲＥＣ教育交流事業部会議 －

主任 文学部 木田　知生 教授

文学部 杉岡　孝紀 助教授

経済学部 田口　律男 助教授

経営学部 入澤　祟 教授

法学部 高村　ゆかり 助教授

理工学部 堤　　 一義 教授

社会学部 築地　達郎 助教授

国際文化学部 佐野　東生 助教授

短期大学部 黒川　雅代子講師

- ＲＥＣ産学連携事業部会議（理工系） -

※ センター長を除く。REC常任会議については、構成員全員
　　が下記の会議メンバーを兼ねる為、省略する。

○ REC関係諸委員

- REC会議 -

- ＲＥＣ産学連携事業部会議（社文系） -

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

お知らせ 
学生ベンチャー育成プログラム 

アントレプレナーシップ養成講座 受講生募集！ 

２００７年度前期も、応用能力・実践能力などを備えた人材の育成を目指し、「アントレプレナーシップ養成講座」を開

講、受講者を募集します！ 

ついては、ゼミやサークル、また関心のある学生などへご周知いただきますようお願いいたします。 

アントレプレナーシップ講座は、ベーシック編、ブラッシュアップ編、成果発表＆交流会の３部で構成されており、ビジ

ネスプラン作成時のポイントレクチャー、それらを踏まえた上での意見交換や演習を通し、最終的に一つのビジネスプラ

ンを作り上げることで、創造力・企画力・表現力・コミュニケーション能力など、社会のあらゆる分野で必要とされる資質

や能力を身に付けることを目指しています。講座内容は、一方通行のインプット型ではなく、講義・グループワーク・演

習・発表・講評などを取り入れた実践型・参加型のものとなっています。 

就職に役立つスキルを身に付けたい学生は勿論、将来、 

起業を考えている学生におすすめの講座です！！ 

【講座日程】 

ベーシック編（合宿形式） ※宿泊代・食事代・保険代実費が必要です 

   ５月１９日（土）～５月２０日（日）（１泊２日） 

ブラッシュアップ編 

   ５月２６日（土）～６月２７日（水）＜全４回＞ 

最終成果発表＆交流会 

７月７日（土） 

※ 詳細のお問い合わせ・お申込みは REC京都まで！  

学生ベンチャー育成プログラム説明会を開催します！ 
  
第 1 回 4 月 11 日（水） 12:45～13:15 

瀬田学舎 REC ホール 

第 2回 4 月 18 日（水） 12:30～13:00 

深草学舎 21 号館 101 教室 

第 3回 4 月 25 日（水） 12:45～13:15 

瀬田学舎 REC ホール 

第 4回 5 月 2 日（水） 12:30～13:00 

深草学舎 21 号館 101 教室 

※内容は各回同じです。

【学生ベンチャー育成プログラムとは･･･？】 

ＲＥＣでは、社会のあらゆる分野で必要とされる応用能力

や実践能力を備えた人材の育成を目指し、講座や講演会、

コンテスト（プレゼン龍）を実施しています。また、創業準備

の活動拠点となるブースの提供や、創業に関するアドバイ

スを行う起業相談の機会を設け、大学発学生ベンチャーへ

の支援を行っています。これまでにも、プログラム参加後、

インターンシップに挑戦する学生やプログラムで得た知識

や経験を就職活動に活かす学生、創業準備ブースを利用し

プランの事業化を目指す学生などが生まれています！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご報告 
福祉フォーラム プレ・フォーラム 

「子どもたちをどう守るか」を開催しました 
 
 
 
 
  去る３月１０日（土）・１１日（日）、２日間にわたって、「子どもをどう守るか」をテーマに福祉フォーラム プレ・フォ

ーラムを瀬田学舎にて開催しました。当日は、福祉関係者・地域住民・本学卒業生や本学学生など約１００名の  

方々にご参加いただきました。 

１日目は、第１部で本学文学部 友久 久雄教授より「子どもの悲鳴が聞こえる」と

題し、今、子どもたちの身の回りで起きている事件などを取り上げてご講演いただき

ました。第２部では、本学社会学部 山田 容助教授の進行のもと、児童福祉現場で

活躍されている３名のシンポジストをお招きし、お話いただきました。また、２日目に

は、４つの分科会に分かれて、ワークショップなどを行いました。 

２００７年度から新理念のもと、再始動する福祉フォーラムにご期待下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ▲ 友久先生ご講演の様子 

 
ＲＥＣニューズレター Vol.６   

 
 4
4月28日(土) 龍谷

 

 
 
 
 
 

４月のＲＥＣ活動

 

編集 : ＲＥＣ事務部 
月12日(木) 2007年度前期 RECコミュニティカレッジ講座開始
http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/ 
 

● ＲＥＣ滋賀  ＲＥＣホール（内線7299） 

● ＲＥＣ京都  紫光館5階  （内線6504） 

● ＲＥＣ東大阪 クリエイション・コア東大阪  

産学連携ｵﾌｨｽ 2212号（06-6748-8228） 

講座 シリーズ「現代中国を学ぶ」第1回 
◆ 次号は 4月 25 日頃発行予定です！ ◆


